
大幅賃上げとあらゆる格差の解消を求める署名 公務・公 共 サ ービ ス、教 育 の 拡 充 を 求 め る 署 名

内 閣 総 理 大 臣　 岸 田 文 雄　 殿人 事 院 総 裁　 川 本 裕 子　 殿

長期化 する コロナ 禍、ウ クラ イナ危機、41年 ぶりの 高水 準となってい る企業 物価に象 徴吉れる物価上 昇などによ って

国民生活は悪化し てい ます。一 方、４月 ６日 に成立した改正 給与法によって昨年 辺 月期分 の「減 額調整亅 を含 む一時金

削減が強行 吉れ、公 務労働者の生活も 厳し 古を増し てい ます。

国民 の生活改 善、景 気 回復 にむけて は、ケ ア 労働者は もと より、す べて の労 働者の賃 上げ が不 可欠で す。そ のこ とは

コロナ禍や 相次ぐ 自然災害への対応をけ じめとして 国民のいのち やくら し 権利を守るため に昼夜を分かた ず奮 闘する公

務労働者の 労苦 に応えることになり ます。

公 務労働者 の賃金・労 働条件 は、そ の職務・職 責に見合っ てい るとは 言い がた く、と りわ け初任給周 辺の青年 職員 や、

職場の中心とな って職場を 支えてい る高齢層 職員 に顕著 に表れてい ます。ま た、約 770万 人 もの労働者 に影響 匸 地域

経済にも 広く波及 する こと から、生 活改 善でき る大 幅賃上げ と、賃 金 の地 域間格差 の 解消、初 任 給の抜本 改善、再 任 用

職員 の処遇改善、非 常勤職員の安定 雇用と均等・均 衡待遇などを求め ます。

労働者・国 民 が安心して働き 暮ら せる社会を実現 するとともに、良 質 で安定した公務・公 共サービ ス、教 育を 提供 する

ためにも、22年 人事院勧告において以 下の要求を実現 するよう求め ます。

収 束 が見 えない 新型 コロ ナウ イルス感染 症 や相次ぐ自 然災害 への対応を は じめ、蔓 延する 長時間 労働の防 止、ケ ア

労働者 の処 遇改善、安 定 雇用・均 等待遇へ の対 策、子 ど もたち が安心し て 教育を受け ること ができる 環境整備 な ど、

行政 や 教育 現場 に対する期 待やニ ーズ は 高まっ てい ます。

コ ロナ 禍など によっ て行 政・教 育 体制 の脆弱 性 が露呈 匸 そ の克 服にむ け て公務 員 の増員な ど 一定 程度 の対策 は

講じら れて きてい ます が、国 民・住 民と直 接向 き合う現 場まで は行き届い てい ま せん。

そ うした 不十分 な職場体 制を 補完し 増 加 するニ ーズ に対応 するため、臨 時・非 常勤職員 が多く採 用さ れてい ます。

そ の数は 約 70万 人に のぼり、も は や安定した 行政運 営に欠 かせない 存 在で す。し かし 臨時・非 常勤 職員 の雇用は 不

安 定・短 期であり、処 遇も劣悪 です。こ れら の改善・解 消 は、公 務・公 共サービ ス、教 育 の質 の向上 に資 するも ので す。

い ま求めら れてい る のは、政 府 の公務員総 人件 費抑制方 針をあら ため、人 手不 足解消 や臨時 ･非 常勤職員 の処 遇改善、

雇用 の安定を はかる ことで す。そ のこと が職員 の働き がい や健康 確保、ひ い ては、国 民・住 民のい のちや 暮ら し 権利

を まもるこ とにつ ながり ます。

労働者・国 民 が安心して 働き 暮ら せる 社会を 実現 する ととも に、良 質 で安 定した公 務・公 共サービ ス、教 育を 提供

する ため にも、今 夏におい て以下 の要求を 実現 するよ う求め ます。

瑤 ●●●○嵋 ・

１．す べ て の 公 務 労 働 者 の生 活 と 労 働の 実 態 に 見 合う よう 賃 金 ・一 時 金 を 大 幅 に 改善 す るこ と 。

２．賃 金 の 地 域 間 格 差 と 高齢 層 職員 の 賃 金 抑 制を 解 消 す るこ と 。

３．初 任 給 を 抜 本 的 に 改 善し 、民 間 と の 格 差 、最 低 賃 金を 下 回 る よ う な 水 準 は 早 期に 解 消 する こ と 。

４．再 任 用 職 員 の 賃 金を 大幅 に 引き 上 げ る と とも に、一 時金 の 支 給 月 数 改 善 、生 活関 連 手当 等 を 支 給 す る な ど 、

常勤 職 員 と の 格 差を 解消 す るこ と 。ま た 、安 心 し て 働け る 職 場 環 境 を 整 備 す る こ と 。

５．常 勤職 員 と 臨時 ･非 常 勤 職員 と の 不合 理 な 格 差 を 解 消 し ､雇 用の 安定 と 均 等 待 遇 に むけ て以 下 を 実 現 する こと 。

① 賃 金 の 時 間 額を 全 国 ど こ でも 1,500円 以 上 に 引 き上 げ る こと 。ま た ､一 時 金 や 生 活 関 連 手 当等 を 常勤 職 員 と

同 様に 支 給 す る こ と。

② 病 気 休 暇 の 有 給 化や 年 休 取得 の 要 件 緩 和 な ど 休 暇 制度 を 拡 充 ・改 善 す る こ と。

③ 無 期 転 換 制 度 の 創 設と 更 新に かか る 公 募 要 件を 撤 廃 する こ と 。

職場名

瑤 ●●●○嵋 ・

１．国 民 の 安 全 ・安 心の 確 保に 資 す る 国 民 ・住 民 本 位の 行 財 政 ・司 法、教 育 体制 を 確立 する こ と 。

２．公 務 員 の 総人 件 費抑 制 方針 を あ ら た め、要 員 確 保や 処 遇 改 善 に 必 要 な予 算を 確 保 する こ と 。

３．新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染症 や 相 次ぐ 自 然災 害 な どへ の 対 応 を は じ め とし た 公務 ・公 共 サ ービ ス の 拡充 や 、

長 時 間 過 密 労 働 の是 正 にむ け て 増員 す るこ と 。

４．臨 時 ・非 常 勤 職員 の 雇 用の 安 定 と均 等 待 遇を 実 現 する こ と 。当 面、無 期 転換 制 度や パ ート 有 期 雇 用 労 働

法 と 同 様 の 法 制 度を 整 備 する こ と 。

5.65歳 へ の定 年 年 齢 引き 上 げ に むけ て 、定 員 ・定 数 の 措 置を は じ め 、安 心し て 働け る仕 事 や 環 境を 整 備 する

こ と 。ま た、定 年 延 長 等 に かかわ っ て、能 力 ・実 績 主 義 強 化 ､給 与 制 度 の 改 悪 は 行 わ な いこ と。

６．希 望 者 全員 のフ ルタ イ ム再 任 用 の 実 現 に むけ て、必 要 な 定 員 を 確 保 す るこ と。

７．年 金 制 度 に つい ては さ ら な る 改 悪を おこ な わ ず、拡 充 す る こ と 。

職場 名

氏　　 名 総裁に伝えたい こと

ひと言

ひと言

ひと言

ひと言

ひと言

氏　　 名 首相に伝 えたいこと

ひと 言

ひと 言

ひと 言

ひと 言

ひと 言

尸 ご 瑟 茫 昌 碧 文化会館 全教気付 Ｕ全 教・教 組共闘連絡会
〒102-００８４東 京 都 千代 田 区 二 番 町 12-1全 国 教育 文 化 会 館 全 教 気 付
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………生 活悪化 の放 置は許さ れない ..･･･何 よ り も 賃 上 げ (人 へ の 投 資 )が 必 要
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日 本フ ラ ン ス
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(注 )内 閣 府 ｢国 民 鰹 済 計 算 ｣，JIPデ ータペース,ＩＮＴＡＮ-lnvest database を 利 用し ,学 ・院 大 学鰹 済 学 部宮 川 賢 教 授が推 計
{出 所 }厚 生 労 働 省｢平 成 30年 版 労 働 経 済の分 析 一働 き方 の多 像化 に応した人 材育 成 の在り方 につい て ｣を基に作 成 。
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韓 国 ,157.3

●加 工 食 品 の 価 格 推 移（農 水 省 食 品 価 格 動 向調 査よ り 作 成 ）

［亘 湎 ］

・ガ ソ リン価 格の上 昇 が止まら

ず、物 流 や生活 に大 きな影 響

を 与える だけで なく、車 通 勤

の公務員 労働者 に大 打撃。

・寒 冷 地では、暖 房 に使 用する

灯 油代 が生活を 圧迫。特 に非

常勤職員 （期 間業 務 職員 や会

計 年度任 用職員 ）は 、寒 冷 地

手 当が支 給さ れておら ず、格

差 と貧困を 拡大 する こと に。

・農 林水産省 の食品 価 格動向調

査による と、昨 年 の秋から 食

用 油、食 パン の価 格が急上 昇

し ている。
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●
・●電 力 料 金 の 燃 料 費 調 整 単 価 の 推 移（2021年 １月 ～2022年 ２月 ）

関東・関 西・中 国エリア（2021年 １月 を起点にした上昇率）

ド ル 円 相 場（日 本銀行外国為替市況より）
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